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第
十
九
節
廃
校
直
前
の
長
崎
医
学
校
　
明
治
十
九
年
の
森
有
礼
の
教
育
制
度
改
革
に
よ
っ
て
、
府
県
立
医
学
校
の
廃
校
が
ほ
ぼ
決
定
し
、
こ
れ
に
代
っ
て
新
し
い
教
育
制
度
に
伴
う
五
学
区
に
よ
る
高
等
中
学
校
の
制
度
採
用
に
備
え
て
、
長
崎
で
も
こ
の
制
度
に
即
応
す
べ
き
体
制
を
整
え
、
明
治
十
九
年
中
に
は
兵
式
体
操
の
採
用
、
制
服
の
決
定
を
な
し
、
明
治
二
十
年
勿
々
、
生
徒
心
得
及
び
寄
宿
舎
規
則
の
更
正
を
行
っ
た
り
し
て
い
た
。
明
治
二
十
年
三
月
二
十
九
日
、
校
長
吉
田
健
康
は
伺
第
八
号
「
教
員
宿
直
之
儀
二
付
伺
」
を
目
下
知
事
に
宛
て
て
提
出
し
、
医
学
校
の
教
員
宿
直
は
こ
れ
ま
で
に
教
員
一
名
、
舎
監
一
名
ず
つ
勤
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
明
治
十
九
年
七
月
以
来
、
舎
監
が
舎
内
取
締
の
た
め
毎
夜
一
名
ず
つ
詰
切
っ
て
勤
め
て
い
る
が
、
教
員
宿
直
事
務
の
こ
と
は
来
る
二
十
年
度
よ
り
舎
監
を
勤
め
さ
せ
た
く
、
そ
う
す
れ
ば
、
費
用
上
も
省
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
便
利
で
も
あ
る
の
で
、
至
急
何
分
の
詮
議
を
乞
う
旨
を
伺
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
学
務
課
で
は
学
収
第
六
三
八
号
「
教
員
宿
直
ノ
儀
二
付
伺
ノ
　
　
　
第
五
章
　
長
崎
盤
学
校
件
」
を
二
十
九
目
よ
り
審
議
し
、
三
十
日
に
決
議
し
た
結
果
、
長
崎
医
学
校
長
の
伺
出
た
同
校
職
員
宿
直
の
件
は
本
県
中
学
校
の
場
合
、
既
に
認
可
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
聞
届
け
て
も
不
都
合
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
そ
の
よ
う
に
指
令
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
伺
の
趣
は
聞
届
け
ら
れ
て
い
て
、
三
十
一
日
に
こ
の
回
答
が
医
学
校
に
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
　
四
月
四
目
、
吉
田
健
康
は
伺
第
九
号
「
銃
器
買
入
之
儀
二
付
伺
」
を
目
下
知
事
に
提
出
し
、
生
徒
の
兵
式
体
操
に
対
し
て
、
ス
ナ
イ
ダ
ー
銃
十
四
挺
、
ヱ
ン
ピ
ー
ル
銃
四
十
六
挺
、
合
計
六
十
挺
を
百
二
十
円
七
十
二
銭
で
購
入
し
、
生
徒
の
歩
兵
操
練
の
進
歩
に
対
し
、
先
に
貸
下
げ
ら
れ
た
銃
器
四
十
五
挺
の
分
で
は
定
員
の
生
徒
に
対
し
、
不
足
す
る
た
め
、
実
際
に
差
支
も
来
た
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
長
崎
区
浦
五
島
町
岸
川
喜
八
郎
が
こ
の
銃
器
売
却
品
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
実
地
見
分
し
た
と
こ
ろ
代
価
も
不
相
当
で
は
な
い
の
で
、
一
挺
に
つ
き
一
円
七
十
一
銭
二
厘
で
本
年
度
の
器
械
費
よ
り
購
求
一497一
　
　
　
第
十
九
節
　
　
廃
校
直
前
の
長
崎
医
学
校
し
た
い
旨
を
伺
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
学
務
課
で
は
地
方
費
課
、
警
部
長
と
共
に
学
収
第
七
一
七
号
「
銃
器
購
入
伺
ノ
件
」
を
四
月
六
日
よ
り
審
議
し
、
同
月
三
十
日
に
決
議
し
て
五
月
三
日
に
完
結
し
て
い
る
。
こ
れ
は
医
学
校
長
の
申
立
の
通
り
、
歩
兵
操
練
上
必
要
な
も
の
で
、
実
際
不
足
し
て
い
る
こ
と
は
問
違
い
な
い
か
ら
聞
届
け
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
購
入
に
つ
い
て
は
十
九
年
五
月
の
長
崎
県
布
達
第
十
一
号
、
銃
砲
売
買
贈
遣
手
続
に
よ
っ
て
所
轄
警
察
署
を
経
て
更
に
願
出
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
伺
の
趣
が
聞
届
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
銃
器
に
は
銅
乱
、
帯
皮
、
劔
、
劔
指
、
背
負
皮
一
種
宛
副
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
兵
式
操
練
の
整
備
が
あ
っ
た
他
に
、
医
学
専
門
書
の
購
入
も
行
わ
れ
て
い
て
、
医
学
研
究
の
場
で
あ
る
長
崎
医
学
校
は
社
会
的
な
制
約
を
も
乗
越
え
て
学
問
研
究
の
道
を
た
ど
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
四
月
八
日
、
吉
田
健
康
は
伺
第
十
号
「
書
籍
買
入
之
儀
二
付
伺
」
を
日
下
知
事
に
提
出
し
、
ド
イ
ッ
の
リ
ー
ブ
ラ
ィ
ヒ
著
『
眼
科
検
査
図
』
　
（
一
部
十
二
円
三
十
銭
）
が
眼
科
学
教
授
上
、
必
要
な
図
書
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
本
校
に
備
付
け
て
な
く
、
実
際
差
支
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
般
ド
イ
ッ
よ
り
東
京
の
書
林
に
同
書
が
来
着
し
て
い
る
旨
、
申
越
し
て
来
た
の
で
、
本
年
度
の
書
籍
器
械
費
の
う
ち
よ
り
購
求
し
た
い
旨
を
伺
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
学
務
課
及
び
地
方
費
課
で
は
、
四
月
九
日
よ
り
丙
学
収
七
四
〇
号
「
書
籍
購
入
伺
ノ
件
」
を
審
議
し
、
十
二
日
に
決
議
し
て
、
眼
科
検
査
図
一
部
購
入
は
不
都
合
も
な
い
と
し
て
伺
の
趣
を
聞
届
け
ら
れ
て
い
る
。
ド
イ
ッ
医
学
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
傭
医
師
が
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
医
学
校
の
教
科
書
と
し
て
も
採
用
さ
れ
、
世
界
と
わ
が
国
の
医
学
の
水
準
に
遅
れ
ま
い
と
し
て
い
た
訳
で
あ
る
。
　
四
月
二
十
八
日
、
吉
田
健
康
は
日
下
知
事
に
対
し
、
伺
第
十
一
号
「
生
徒
正
服
改
正
之
儀
二
付
伺
」
を
提
出
し
、
明
治
十
九
年
九
月
の
達
に
よ
り
、
同
年
十
月
、
図
面
を
添
え
て
伺
い
、
丙
学
収
第
二
五
〇
号
を
以
て
聞
届
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
実
施
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
体
操
科
で
は
最
も
不
便
で
、
且
つ
保
存
も
十
分
で
な
い
の
で
、
夏
季
正
味
の
分
よ
り
別
紙
図
面
の
通
り
上
服
の
み
改
正
し
た
い
、
時
期
も
迫
っ
た
の
で
至
急
何
分
の
指
揮
を
乞
う
旨
、
伺
出
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
学
務
課
で
は
二
十
九
日
よ
り
審
議
し
、
五
月
三
日
に
決
議
し
た
が
、
丙
学
収
第
八
九
七
号
「
医
学
校
生
徒
服
制
之
件
」
に
よ
れ
ば
、
別
番
の
伺
は
実
験
一498一
上
で
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
定
め
て
不
都
合
も
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
し
、
又
別
段
目
に
立
つ
程
の
飾
も
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
認
可
さ
れ
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
代
理
長
官
に
伺
の
趣
を
聞
届
け
ら
れ
て
い
る
。
次
に
吉
田
健
康
の
提
出
し
た
別
紙
に
見
え
る
改
正
制
服
の
図
を
掲
げ
よ
う
。
裏表
θ
’
、
第
五
章
　
　
長
崎
難
学
校
　
（
以
下
朱
）
　
冬
服
ハ
紺
木
綿
小
倉
地
　
　
但
シ
縁
地
ハ
紺
木
綿
綾
織
地
ヲ
用
ユ
ル
モ
ノ
ト
ス
　
夏
服
ハ
白
木
綿
小
倉
地
　
　
但
シ
縁
地
ハ
白
木
綿
綾
織
地
ヲ
用
ユ
ル
モ
ノ
ト
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
凡
テ
縁
ハ
巾
五
分
ニ
シ
テ
正
服
上
着
ノ
長
サ
ハ
腸
骨
蛸
ヨ
リ
下
壱
寸
迄
　
ト
ス
　
右
之
外
正
帽
袴
ノ
如
キ
ハ
従
前
之
通
リ
（
下
に
白
小
倉
地
の
二
枚
の
切
　
片
あ
り
。
）
　
五
月
十
九
日
、
博
愛
社
（
明
治
十
年
五
月
三
日
設
立
）
が
日
本
赤
十
字
社
と
改
称
し
、
同
月
三
十
一
日
、
衛
生
試
験
所
官
制
の
公
布
が
あ
り
、
六
月
三
十
目
に
は
中
央
衛
生
会
の
上
下
水
道
布
設
促
進
の
建
議
の
提
出
が
あ
っ
た
り
し
て
、
衛
生
行
政
は
相
当
の
進
歩
の
跡
を
示
し
て
い
た
。
又
、
七
月
一
日
に
は
日
本
薬
局
方
が
施
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
七
月
六
日
、
本
校
で
は
、
獣
医
部
入
学
志
願
者
の
試
験
の
結
果
、
十
三
名
は
試
験
を
要
せ
ず
、
十
二
名
は
試
験
後
、
及
第
せ
し
め
る
旨
を
吉
田
健
康
よ
り
県
知
事
代
理
中
村
次
郎
に
宛
て
て
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
は
届
第
四
十
八
号
「
獣
医
部
入
学
生
徒
試
験
及
落
届
」
（
「
明
治
十
年
瑚
瓶
朋
学
務
課
決
議
簿
、
蝉
題
」
）
に
見
え
、
学
務
課
一499一
　
　
　
　
第
十
九
節
　
　
廃
校
直
前
の
長
崎
医
学
校
で
は
七
日
に
学
収
第
一
三
七
三
号
と
し
て
受
理
し
て
い
る
。
表
を
示
そ
う
。
入
学
ヲ
許
可
ル
年
月
日
二
十
年
七
月
五
日
同同同同同同同
二
十
年
七
月
五
日
同同同同
編
入
セ
シ
学
級
一
　
年
前
期
生
同同同同同同同
一
　
年
前
期
生
同同同同
氏
　
　
名
渡
辺
理
三
郎
松
田
寅
三
郎
町
田
二
郎
太
隈
部
儀
太
郎
福
田
十
太
郎
島
崎
寿
一
郎
桜野橋水中佐
井辺本谷路藤
亀一三夘小才
太二八七八一
橋
本
敬
三
郎
一
覧
　
生
　
年
　
月
　
日
明
治
二
年
五
月
十
日
生
同
二
年
一
月
十
九
日
生
同
二
年
四
月
十
七
日
生
同
二
年
三
月
三
日
生
同
三
年
四
月
廿
九
日
生
同
二
年
六
月
十
七
日
生
同
二
年
十
月
五
日
生
慶
応
二
年
三
月
十
三
日
生
明
治
元
年
十
月
十
五
日
生
同
元
年
九
月
廿
一
日
生
慶
応
元
年
±
月
廿
六
日
生
文
久
元
年
十
二
月
十
日
生
明
治
二
年
五
月
十
一
日
生
　
右
拾
三
名
試
験
ヲ
要
セ
ス
入
学
ヲ
許
ス
者
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
中
尾
達
次
郎
　
安
政
六
年
三
月
廿
二
日
生
同同同同同同同同同同同
同同同同同同同同同同同
青
木
圭
一
郎
野
口
　
武
雄
内
田
源
太
郎
前
田
元
四
郎
吉
川
亀
太
郎
泉
　
弘
次
郎
副
島
鶴
三
郎
荒
木
保
三
男
馬
場
清
太
郎
御
厨
　
龍
吉
達
島
　
能
松
慶
応
二
年
正
月
十
一
日
生
明
治
二
年
七
月
五
日
生
同
元
年
六
月
廿
一
日
生
慶
応
二
年
九
月
一
日
生
元
治
元
年
六
月
五
日
生
同
元
年
七
月
廿
七
日
生
明
治
二
年
九
月
七
日
生
同
元
年
四
月
九
日
生
同
二
年
五
月
十
九
日
生
安
政
四
年
九
月
十
一
日
生
明
治
二
年
六
月
廿
二
日
生
　
　
右
拾
弐
名
試
験
之
上
及
第
致
候
二
付
入
学
ヲ
許
ス
者
　
通
計
　
弐
拾
五
名
　
こ
の
獣
医
部
は
長
崎
医
学
校
に
併
置
さ
れ
た
も
の
の
、
二
年
後
に
は
分
立
し
、
更
に
廃
止
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
学
制
と
時
代
の
動
き
に
添
わ
な
い
学
校
の
運
命
だ
っ
た
と
も
云
え
よ
う
o
一500一
